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紅葉の奥新川（仙台市）
　渓谷と山歩きを合わせた楽しみが出来る。渓谷は約６㎞。２つのハイキングコースもあ
り、特に秋の紅葉は見事である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表紙写真提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県観光戦略課
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　６月26日（木）、当組合３階研修室において、令和７年度宮城県管工業協
同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等93名が参加した。この
安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管理の向上に努め、
労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年開催している。
　当日は、阿部経理課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々に対
して黙祷を捧げた後、井上理事長から「安全とは、ただ事故や災害を防ぐ
ものではなく、人の命や健康、家族家庭を守ること。一人一人が安全につ
いて考え行動することに意味があり、企業として安全を守るということは
企業の信用、未来を守ることにつながる。完全な安全は存在しないが、そ

安全大会の様子

井上理事長

仙台労働基準監督署 砂澤専門官

こに近づく意思が大切」と挨拶があった。
　次に、来賓を代表して、仙台労働基準監督署長（代理：同署砂澤賢三
安全衛生課地方産業安全専門官）から「仙台労働基準監督署管内の建設
業における労働災害は長期的には減少傾向にあり、令和６年の休業４日
以上の労働災害は147人と令和５年比で8.1％の減少、今年４月末現在で
は33人と前年比で28.3％減少している。死亡災害においては令和５年３
月以降発生せず26か月死亡災害ゼロを継続中で、これもひとえに皆様方
のたゆまぬ日々のご努力のおかげであり、深く敬意を表す次第である。
これからも死亡災害ゼロを誓い合い、ヒヤリハットやリスクアセスメン

トの段階で災害の芽を摘み取る努力を積み重ねるという
強い思いを共有したい」と祝辞をいただいた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、井上理事長から優
良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状と記念品
が、また、安全標語の入賞者５名に賞状と記念品が授与
された。続いて、優良職長表彰を受賞した川上健氏（㈱
日幸商會）が参加者を代表して「安全の誓い」を読み上
げた後、安全スローガンの採択に移り、令和７年度宮管
安全スローガンとして『いつでも初心を忘れずに　明る
く挨拶ハキハキ伝達　みんなの意識でつくる安全職場』が採択された。
　次に、『建設業における労働災害発生状況と法令改正について』と題した安全講話が行われた。は
じめに砂澤安全衛生課地方産業安全専門官から、建設業における労働災害防止について、「仙台労働
基準監督署管内の死傷災害はコロナ禍以降、経済活動が活発化し災害も増加したが、令和５年からは
減少傾向にある。死亡災害は令和３年に４件も発生したが、令和４年と５年は１件、令和６年は０件
を達成し、現在も続いている。安全への取り組みは数字で表しにくく効果が感じにくいが、皆様の日々
の取り組みによって死亡災害ゼロが守られている。これからも積極的に取り組んでいただきたい。令
和６年における死傷災害は122件で、１番多かったのが墜落・転落（29％）、２番目が転倒（14％）、
３番目がはさまれ・巻き込まれ（13％）だった。主に、椅子・脚立・トラック荷台からの転落、材料
やロープによる転倒、クレーンによる荷の運搬時のはさまれ、人がいることに気が付かず巻き込まれ
といった事例が非常に多かった。災害の対策について再確認し、必要に応じて指導をしていただきた
い」と資料をもとに説明があった。
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　次に、伊藤第一方面労働基準監督官から、職場における熱中症対策の強
化について、令和７（2025）年６月１日に労働安全衛生規則が改正された
ことを中心に説明され、「初期症状を確認した後の処置、対応が遅れて死
亡に至ったケースが多かったため、熱中症対策に対する基本的な考え方が
変わった。具体的には『見つける』『判断する』『対処する』この３つの対
応を強化し、この対応が取れるように環境を整備しなければならない」と
対策・処置の手順を説明された。最後に、「引き続き、安全対策・働き方
改革への取り組みにご協力いただきたい」とまとめられた。
　大会の終わりに松岡清一総務・厚生委員長から「今後も安全・安心を第
一に考え、今日学んだことを仕事に生かしていただきたい」と閉会の挨拶
があり、大会を終了した。

安全の誓い
　令和６年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の死傷者が269名（内、死
亡者数は３名）で、前年比で死亡者数は１名、死傷者数は31名の減少となりました。
　この結果を踏まえ、引き続き「人命尊重」という基本理念の下、法令・ガイドライン・ルールを
遵守し、過去の事故・災害・ヒヤリハットを教訓としながら、再発防止と更なる改善に努めて参り
ます。また、熱中症の重篤化を防止するための社内体制を整え、関係者全員への周知を徹底させ
て適切に対処していかなければなりません。
　私ども建設業界は、技術者・技能者の慢性的な不足により高齢化が進んでいますが、若年労働
者を確保していくためにも、労働者が健康で安全に働くことのできる職場を構築していく必要が
あります。
　私たちは、令和７年度全国安全週間のスローガンである『多様な仲間と　築く安全　未来の職
場』の下に、仲間とコミュニケーションを取りながらチームワークを大切にし、現場・職場におけ
る「災害ゼロ」に向けて最善の努力を尽くして参ることを誓います。

仙台労働基準監督署
伊藤監督官

　　　　
【来賓】（以下、敬称略）
　仙台労働基準監督署　　　　　砂澤　賢三　安全衛生課地方産業安全専門官
　　　同　　　上　　　　　　　伊藤　茜里　第一方面労働基準監督官
　仙台市水道局給水部　　　　　天間　智哉　給水装置課長
　仙台市建設局下水道経営部　　鈴木　雄一　業務課長

【優良事業所表彰】
　山元工業㈱

【優良職長表彰】
　髙橋　巌　氏（㈱相澤設備）、川上　健　氏（㈱日幸商會）

【安全標語】
　最優秀賞『信頼は 安全作業の積み重ね』　　　　　　　　　　　　　佐藤のぞみ（ウエノ設備㈱）
　優 秀 賞『変わる時代に変わらぬ基本 予知して摘み取れ危険の芽』　佐々木　優（本山振興㈱）
　入　　賞『今日もまた 小さな点検忘れずに 日々の継続 大きな安心』渡辺　留美（中央管工業㈱）
　入　　賞『確認は 焦らず・ゆっくり・確実に 指差し呼称で安全ヨシ！』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯戸　晴楓（㈱大盛設備工業）
　入　　賞『安全はチームの力で築くもの　声かけ・共有・即実践　みんなで守る安全の輪』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山石　　光（本山振興㈱）
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水道フェア2025開催水道フェア2025開催

　８月19日（火）、仙台市青葉区のせんだいメディア
テークで仙台市水道局主催による「水道フェア2025」
［共催：公益財団法人仙台市水道サービス公社・宮城
県管工業協同組合］が開催された。
　このフェアは、仙台の水道水のおいしさや安全性、
災害に備えた取組等を市民に知ってもらい、子どもか
ら大人まで水道について学べる機会として実施されて
いる。
　フェアは開始時間前からたくさんの親子連れで行列
ができたため、予定時刻を10分早めた午前10時20分に
開場した。ステージイベントでは仙台市水道局軽音楽

木工工作コーナー

仙台市水道局軽音楽部の演奏

入場を待つ長い列ができました

当組合ブース（右から星川委員、後藤委員、堀理事）

部の演奏、「シンガーソングライター・たえたそさん」によるトーク＆ライブ、ラプラスとの撮影会、

　当組合は、模擬配管（水道メーターから蛇口までの宅内給水装置の一部）と二層ポリエチレン管や
銅管など配水管の実物を展示し、水道水の流れに沿った給水装置のしくみと、漏水の見分け方等につ
いて説明したところ、子供たちの興味を集め、管を実際に触って確かめる姿が多く見られた。また、
子供たちや市民からの様々な質問に対して当組合上下水道委員会の星川勇委員（㈲嘉平工業所）と後
藤和弘委員（㈲勇扇工業）が中心となって丁寧に応じ、当組合のオリジナルうちわを配布しながら組
合のＰＲを行い、当業界の知名度とイメージアップに努めた。

水道のクイズ大会などが行われたほか、浄水場で
水がきれいになる仕組みを実験を交えて紹介する
浄水場ラボや、下水道のしくみについて学ぶコー
ナー、水道工事お仕事体験等、水について楽しく
学べるコーナーが盛り沢山だった。また、水道
メーターのガラスを再利用した“ペーパーウエイ
トをつくろう！”や“入浴剤をつくろう！”等の
製作コーナーもあり、特に、青下の杜プロジェク
ト参画団体（当組合も参画）による木工工作コー
ナーは、子供たちが間伐材に絵を描いてオリジナ
ルバッチ作りを楽しみ、終始大人気だった。
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令和７年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催令和７年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催

　６月17日（火）、当組合３階研修室において、配水用ポリエチレンパイプ
システム協会（以下、ポリテック協会）の協力をいただき、令和７年度教
育・研修事業の一環として、水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講
習会を開催し、組合員等57名が受講した。
　講習会は、午前の部（９時～ 12時）と午後の部（13時30分～ 16時30分）
の計２回開催し、確認試験の合格者に受講証が交付された。
　水道配水用ポリエチレン管は、阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本
地震において被害が確認されていないことから耐震管に認定され、全国の
水道事業体での採用が増加している。仙台市水道局発注案件においても、

堀理事

ポリテック協会
半田事務局長

ポリテック協会
八幡部長

平成30年度より試験施工が実施され、令和５年度から本格採用（口径50㎜、
75㎜、100㎜）されている。
　また、仙台市水道局の本格採用に伴い、県内各水道事業体での採用も予
想されることから、宮城県管工事業協同組合連合会会員企業へも受講を案
内した。
　９時から行われた午前の部には28名が受講し、はじめに当組合の堀理事

とポリテック協会の半田盛久事務局長から挨拶
があった後、八幡諭需要開発グループ担当部長
から講習会の要領が説明され講習に入った。
　東日本大震災時、東北地方に埋設されていた
約700㎞の水道配水用ポリエチレン管が無事故だったことが高く評価され
たが、その性能を遺憾なく発揮させるためには施工者の技術力が不可欠で
あり、受講者は、座学で基本的な説明を受けた後、実技に移り実際にポリ
エチレン管施工を体験し、皆、熱心に施工技術を学んでいた。
　なお、講習内容は次のとおり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○座学
　①水道配水用ポリエチレン管についてのビデオ、施工マニュアルによる基本技術説明
○実技
　①電気融着接合の説明と実技実習
　②サドル付分水栓（鋳鉄サドル）取付・
穿孔の説明と実技実習

　③メカニカル接合の説明と実技実習
○確認試験
○質疑応答

実技の様子
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令和７年度フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催令和７年度フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催

　６月24日（火）、当組合３階研修室において、令和７年度教育・研修事業
の一環として、フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催し、
組合員等25名が受講した。講師は建設業労働災害防止協会宮城県支部の遠
藤善弘指導員が担当した。冒頭、本事業を所管する総務・厚生委員会の服
部達彦副委員長（服部産業㈱）から「フルハーネス型安全帯の正しい使用
方法を学ぶことは非常に重要である、本日の講習を生かして事故防止に努
めていただきたい」と開講の挨拶があった後、講習に入った。
　座学は、命を守ることの重要性についてデータや実例をもとに多面的に
説明され、必要な知識を身に付けてもらった。また、実際の作業環境を模

服部副委員長

遠藤指導員

座学の様子 全員がぶら下がり体験をしました

した実技では、座学で学んだ知識を確認し、受講者全員がフルハーネス型
安全帯によるぶら下がりを体験した。遠藤指導員は、「この講習を通して、
自分自身の安全はもちろんのこと、周りの同僚等の安全にも貢献し、事故
のリスクを大幅に減少させてほしい」と話し、実際に現場で装着する際の
注意点等、受講生一人ひとりに丁寧な指導を行った。
　講習会は午前（９時～ 11時50分）と午後（12時50分～ 16時40分）を通
して行われ、後日、受講者全員に修了証が交付された。長時間にわたるも
のであったが、受講者は終始真剣な表情で講義を受けていた。
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令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催

研修会の様子

　７月28日（月）、当組合３階研修室において、令和７年度教育・研修事業
の一環として、熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催したと
ころ、組合員等35名が受講した。
　この研修会は、今年の６月１日に労働安全衛生規則の一部が改正され、
暑熱環境で作業を行う際、熱中症を発症した作業員が重篤化しないよう、
対応体制や手順の整備、作業員への周知が事業者に義務付けられたことを
受けて開催したものである。
　研修会は午後１時30分に開講し、井上理事長から挨拶があった後、労働
安全コンサルタントの資格を持つ㈱安全教育センターの角田淳取締役所長

㈱安全教育センター　角田所長

松岡委員長

が講師を務め、プロジェクターを使いながらテキスト（建設業等における熱中症の予防）に沿って進
められた。
　角田氏は、高血圧や糖尿病等は熱中症を発症しやすい要因となること、熱中症死亡災害の発生は14

時台から17時台の時間帯に多発していること、熱への順化期間を設ける場
合の例として、作業員が順化していない状態から７日以上かけて熱へのば
く露時間を次第に長くすること、長期の休暇明けは再度順化期間を設ける
必要があること、自覚症状の有無にかかわらず、作業前後及び作業中の定
期的な水分と塩分の摂取、熱中症の疑いがある者を一人にしないこと等に
ついて説明された。研修会の最後に修了考査が行われ、松岡清一総務・厚
生委員長（㈱松清産業）の挨拶で閉会となった。
　なお、後日、受講生全員に㈱安全教育センター発行の修了証が交付され
た。
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井川氏 平子氏

講習の様子 修了試験の様子
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令和７年度有機溶剤作業主任者技能講習会を開催令和７年度有機溶剤作業主任者技能講習会を開催

　８月６日（水）と７日（木）、当組合３階研修室
において、令和７年度教育・研修事業の一環と
して、有機溶剤作業主任者技能講習会を公益社
団法人宮城労働基準協会（以下、宮城労働基準
協会）の協力を得て開催し、組合員等42名が受
講した。
　冒頭、本事業を所管する総務・厚生委員会の
松岡清一委員長（㈱松清産業）から「有機溶剤
の取扱いは、特に中毒等の危険性が高いことが
多いので、この２日間できちんとした知識を身につけていただきたい」と開講の挨拶があった後、宮
城労働基準協会の関本和美業務部長より講習会の進め方や諸注意などがあり、講習に入った。
　有機溶剤とは、物質を溶解する性質を持つ常温で液体の有機化合物であり、建設作業等で広く使用
されている。蒸発しやすく、脂肪を溶かすので、皮膚や呼吸器を通して体内に吸収され、急性中毒や
慢性中毒の健康障害を発生することがあるため、その中毒を予防する有機溶剤中毒予防規則が制定さ
れている。また、労働安全衛生法の規定により、「事業者は、屋内作業場又はタンク・船倉の内部・
坑内などで有機溶剤を製造し、又は取り扱う業務については有機溶剤作業主任者技能講習を修了した
者より有機溶剤作業主任者を選任し、労働者の指揮、その他省令で定める職務を行わせなければなら
ない」ことになっている。
　講習会は、２日間にわたって行われ、受講者は有機溶剤の危険性をしっかりと認識し、その取扱い
方と作業主任者としての役割について学んだ。講習の最後に行われた修了試験では、すぐに採点が行
われ、合格者に修了証が交付された。
　なお、講師及び講習内容は次のとおり。

［講習科目と講師］
　「健康障害及び予防措置に関する知識」　井川　資英氏（歯科医師・労働衛生コンサルタント）
　「保護具に関する知識」　　　　　　　　平子　光基氏（元厚生労働省福島労働局労働衛生専門官）
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　６月24日（火）、仙台市青葉区の川平地区において、仙台市水
道局が配水管更新工事の現場見学会を開催した。埼玉県八潮市
の道路陥没事故や、その後も各地で頻発する水道管漏水事故を
きっかけに上下水道管への関心が高まる中、近隣住民に対して、
水道局が重点施策として取り組んでいる管路更新事業について
理解を深めてもらおうと、発注工事では初めての見学会を開催
した。見学する現場は、地域の状況、説明会場の準備、見学ルー
トの安全確保、耐震型ダクタイル鉄管の接合工程を見てもらう
等の条件から、組合員である中央管工業㈱が受注施工している

川平コミュニティセンターにおいて説明会

〔口径150・200粍 川平三丁目地内配水支管更新工事〕が選ばれ、ともに開催に向け準備を進めてきた。
　当日は10時30分、川平コミュニティセンターに工事沿線の町内から住民が集まり、説明会が始まった。
はじめに水道局給水部西配水課の井上課長から「安全・安心な水道を確保できるよう、どういう仕組
みで地震に対応しているのか、どういう工事をしているのかを皆さんに見ていただきたい」と挨拶が
あった。続いて氏家主幹兼管路係長から、模型やパネル及び配付資料を用いて、工事概要、耐震管の
特徴、耐震化の取り組み、水道管更新工事の流れについて説明があった。終わりに工事監督員を務め
る管路係の室岡技師と現場代理人を務める中央管工業㈱の新堂氏を紹介して前半の説明会を終了した。
　公開現場はコミュニティセンターから徒歩数分の距離にあり、あいにくの小雨模様であったが、見
学者は全員ヘルメットを装着し、局職員の案内誘導に従って移動した。現場で安全管理の注意を受け
たのち、新たに埋設される口径200粍ＧＸ形ダクタイル鉄管の接合作業を見学、深さ約１ｍに掘削し
た歩道下にクレーン付きトラックで配水管を吊り降ろし、接合部の差し込み値を図り、規定の深さに
布設されているか確認する手順の説明を受けた。既設配水管は布設後47年が経過していて、更新管は
他の地下埋設物に支障の無い歩道下に布設している。
　仙台市の水道管延長は約4,500㎞あり、水道局では年間40㎞を目標に段階的に更新のペースアップ
を図っている。令和５年度末時点での耐震化率は35.2％となっている。また、水需要の減少から更新
時に管路のダウンサイジングをすることも多いが、この現場では、配水ルートの見直しによって、増
径して流量を増やし水運用機能の強化を図っているとのことである。
　100年先の未来まで使い続けられるように、耐震性に優れた新しい水道管が布設されていることを
住民にお知らせして見学会を終了した。

管の吊り下げと布設 現場公開の状況
［写真提供：仙台市水道局］

配水管更新工事の現場を近隣住民に公開配水管更新工事の現場を近隣住民に公開
― 仙台市水道局で初めての取り組み ―― 仙台市水道局で初めての取り組み ―
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㈱宮城県管工事会館第52期定時株主総会開催㈱宮城県管工事会館第52期定時株主総会開催

　６月23日（月）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室において、
㈱宮城県管工事会館第52期定時株主総会が開催され、株主31社7,994株（書
面議決提出株数15社535株を含む）が出席した。
　午後２時、司会を務めた小野修司取締役（当組合理事）より、総会が適
法に成立していることが報告され、菅原雅美代表取締役社長（当組合副理
事長）から、「テナントの転出に加え、貸会議室の売り上げが芳しくなかっ
たものの、修繕費を抑えた結果、何とか当期利益を確保した。来期は個別
空調機器のソフトウエア更新など大きな支出を予定しており厳しい経営に
なることが予想されるが、一層、引き締めて健全経営に努めていくので、

株主総会の様子

菅原社長

株主の皆様には更なるご支援とご理解を賜りたい」との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき、菅原社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案、第２号議案共に
原案どおり承認可決された。
　なお、総会議案は次のとおり。

［総会議案］
　第１号議案　事業報告及び計算書類承認の件
　第２号議案　役員報酬決定の件
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　７月10日（木）、東京都千代田区霞が関の国土交通省において、令和７年建
設事業関係功労者等国土交通大臣表彰の授与式が行われ、宮城県管工事業協
同組合連合会理事で当組合副理事長の菅原雅美氏（㈱同和設備工業所　代表
取締役社長）が、永年にわたり建設事業の振興に尽力した功績が認められ、
栄えある国土交通大臣表彰を受賞した。
　誠におめでとうございます。

菅原副理事長

国土交通大臣表彰受賞国土交通大臣表彰受賞
～㈱同和設備工業所　菅原　雅美　氏～～㈱同和設備工業所　菅原　雅美　氏～

詳細は

ホームページ

ご参照ください

北海道の

工場見学も

受付中！
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令和７年度産業安全衛生宮城大会開催令和７年度産業安全衛生宮城大会開催
～藤倉設備工業㈱が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～～藤倉設備工業㈱が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～

　７月３日（木）、仙台市青葉区の日立システムズホール仙台において、令
和７年度産業安全衛生宮城大会が行われた。
　大会は午後１時15分、（公社）宮城労働基準協会の阿部俊徳会長の開会の
ことばがあり、主唱者である宮城労働局の小宅栄作局長の挨拶に続き、来
賓を代表して宮城県知事（代理：経済商工観光部　島瀨康史副部長）より
祝辞があった。
　次いで、安全衛生表彰が行われ、厚生労働大臣表彰、宮城労働局長表彰、
（公社）宮城労働基準協会長表彰、建設業労働災害防止協会（以下、建災防）
宮城県支部長賞、陸上貨物運送事業労働災害防止協会長表彰が授与された。

藤倉設備工業㈱　扇社長

　表彰式の後、産業医科大学産業保健経営学
研究室教授の森晃爾先生による「成果が上が
る健康経営の進め方～ 10年の実践と研究で
見えてきた道筋とこれから～」と題した講演
が行われ、大会を終了した。
　当組合からは藤倉設備工業㈱（代表取締役
社長　扇　俊介氏）が、安全管理活動が優良
で長期の無災害を持続している事業場として
建災防宮城県支部長から優良賞を受賞した。
　誠におめでとうございます。

表彰の様子
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　６月30日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された仙台市技能職
団体連絡協議会（以下、仙技連）令和７年度通常総会の前段において、令和７

坪田工業㈱　藤井氏

通常総会の様子

年度優秀技能者表彰式が挙
行され、15職種25名が表彰
された。
　この表彰は、仙技連を構
成する会員の中から、経験
15年以上を有し、他の模範
と認められた方を対象に実

施している。
　今回、配管職部門としては、当組合から推薦し
た藤井伸一氏（坪田工業㈱）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

仙台市技能職団体連絡協議会令和７年度優秀技能者表彰受賞仙台市技能職団体連絡協議会令和７年度優秀技能者表彰受賞
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全国管工事業協同組合連合会　令和７年度スローガン
　９月24日（水）、北海道札幌市の札幌パークホテルにおいて全国管工事業協同組合連合会の令和７年
度全国大会が開催され、令和７年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．災害時に届けよう「命の水」、守ろう「ライフライン」
１．老朽化した水道施設・管路の更新加速化を働きかけよう
１．地域・人・未来を見据え、誇りある業界づくりを推進しよう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　令和７年度スローガン
　５月20日（火）、東京都千代田区の帝国ホテル東京において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の
第77回通常総会が開催され、令和７年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．地球温暖化対策の先導役として、建物のライフサイクルでＣＯ２の排
出削減に取り組み、空調衛生工事業の技術力でカーボンニュートラル
の実現に貢献しよう

２．適正な工期の確保、施工現場の４週８閉所の拡大・定着等の働き方改
革を進め、新４Ｋの実現により、未来を担う多様な人材の確保を図ろう 

３．ＢＩＭの活用等建設ＤＸを推進するとともに、人材の育成を進め、生
産性の向上を図ろう

４．法令の遵守と人権への配慮により、社会的信頼の確保に努める事業運
営を徹底しよう

５．直接発注（分離発注）等の適切な発注方式を促進するとともに、建設
業法の許可業種区分について「機械設備一式工事」又は「空調衛生工
事」の実現を目指そう
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　　　今大注目のiDeCoとNISAとは?!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山ＦＰ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　北　山　茂　治

社会保険労務士からの目

　「2000万円問題」心配ですね！公的年金だけで老後は大丈夫でしょうか？！これらの話はいろいろ
なところで話題になっています。でも、公的年金以外の年金や退職金などの一時金があれば、さらに
安心なのは間違いありません。
　公的年金以外の年金は「私的年金」といいます。「私的年金」には企業が従業員のために実施する「企
業年金」と、個人が自ら加入する「個人年金」があります。
　「企業年金」は、外部積立に分類される退職給付制度として発展してきました。年金資産の外部保
全など、受給権保護等の観点から設けられた各種の要件を満たすことで、個々の制度による違いがあ
るものの、税制上の優遇措置が認められている企業年金として、確定給付企業年金、企業型確定拠出
年金といった制度があります。一方で、退職一時金や自社年金のような独自の退職給付制度もありま
すが、法律上の要件を満たす企業年金が受けるような税制上の優遇はありません。
　「個人年金」には、一定の要件が課せられるとともに税制上の優遇（掛金の全額所得控除など）を
受けられる国民年金基金や個人型確定拠出年金（ｉＤｅＣｏ）といった、公的年金に加えて老後の所
得を確保したい人の自助努力を支援するための制度があります。一方で、民間金融機関が販売する貯
蓄型保険商品は、税制上の優遇は限られています。

＜ＤＢとＤＣの違い＞
　「企業年金」には大きく分けてＤＢとＤＣがあります。
　ＤＢは、defined benefitの略で、「確定給付」という意味です。
　ＤＣは、defined contributionの略で、「確定拠出」という意味です。
　・ＤＢは年金資産を企業がまとめて運用し、給付金額（退職金額）を保証するものです。　
　・ＤＣは退職金の原資となる掛金の額を企業があらかじめ決め、毎月従業員に拠出します。従業員
は、ＤＣでラインアップされている金融商品の中から各自商品を選択し、その掛金を運用します。

　　《参考》ＤＣが「401k」と呼ばれることがあります。これはアメリカの内国歳入法第401条k項
に課税上の特典が定められていることからついた名称です。このことから我が国の確定
拠出年金も「日本版401k」と呼ばれています。

＜ＤＣには個人型もあります＞
　ＤＣには「企業型」以外に「個人型」もあります。企業型ＤＣは、労使が合意した規約に基づき事
業主が実施するもので、掛金は原則として事業主拠出です。一方で、個人型ＤＣ（以下「ｉＤｅＣｏ」
という。）は、国民年金基金連合会が個人型年金規約に基づき実施し、個人単位で加入するもので、
掛金は原則として加入者拠出です。なお、中小事業主掛金納付制度（ｉＤｅＣｏプラス）により、企
業年金を実施していない中小企業事業主がｉＤｅＣｏに加入する従業員の掛金に上乗せして掛金を拠
出することも可能です。
　掛金には、公的年金の被保険者種別と私的年金制度の加入状況により拠出限度額が定められており、
拠出限度額は次図のとおりとなっています。結構厳しいですが、これは掛金全てが非課税になること
も一因です。
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＜ＮＩＳＡとは＞
　ＮＩＳＡ（ニーサ）は、少額からの投資を行う方のために2014年１月にスタートした「少額投資非
課税制度」です。
　イギリスのＩＳＡ（Individual Savings Account=個人貯蓄口座）をモデルにした日本版ＩＳＡと
して、ＮＩＳＡ（ニーサ・Nippon Individual Savings Account）という愛称がつけられました。
　通常、株式や投資信託などの金融商品に投資をした場合、これらを売却して得た利益や受け取った
配当に対して約20.315％の税金がかかります。
　一方で、ＮＩＳＡ口座で投資した金融商品から得られる利益は非課税になります。ただしＮＩＳＡ
口座で投資できる上限金額は決まっています。
　ＮＩＳＡは、2014年１月の制度開始以降、2016年４月にはジュニアＮＩＳＡ（未成年者少額投資非
課税制度）、2018年１月にはつみたてＮＩＳＡがスタートし、2024年１月から新制度が開始しました。
新ＮＩＳＡは制限が大きく緩和されて今ブームになっています。
　
＜ｉＤｅＣｏとＮＩＳＡの違い＞
　ＮＩＳＡは国内在住の18歳以上の方が始められ、いつでも資金を引き出すことができる比較的シン
プルな制度です。引き出した資金は教育費や住宅費、老後資金など引き出す目的は問いません。
　対してｉＤｅＣｏは原則20歳以上の国民年金の被保険者などが加入でき、最長65歳まで掛金を拠出
できます。老後資金のための年金制度であることから、60歳になるまでは原則引き出すことができま
せん。
　ＮＩＳＡの投資額は上限の範囲内なら自分自身で自由に決められますが、ｉＤｅＣｏの掛金は職業
によってかけられる上限（拠出限度額）が異なります。例えば、会社員であれば企業ごとの年金制度
がある場合とない場合とでも変わってきます。
　税金面ではｉＤｅＣｏは掛金すべて非課税なのに対し、ＮＩＳＡは金融商品から得られる利益につ
いてだけ非課税となります。

＜リターンとリスクと対処法＞
　「リターン」とは、投資から得られる収益のことです。
　「リスク」とは、一般には「危険」という意味ですが、投資の世界では、「価格変動のブレ」のこと
です。リスクの大きさは「分散」や「標準偏差」という数値で表され、数値が大きいほど価格変動が
大きく、小さいほど価格変動が小さいことを示しています。つまり、｢リスクが大きい｣ とは、｢大き
く収益が得られるかもしれないし、大きく損失が出るかもしれない｣ という意味です。リターンとリ
スクは比例します。



－ 16 －

　リスクを低く抑えようとするとリターンは低下し、高いリターンを得ようとするとリスクも高まり
ます。したがって、｢リスクがなく（低く）、リターンが高い＝ローリスク・ハイリターン｣ の金融商
品は存在しません。
　選ぶ金融商品にもよりますがｉＤｅＣｏもＮＩＳＡもリスクがあります。預貯金のようにリスクの
ない商品とは違いますので十分注意してください。預貯金に比べ大きく儲かることもありますが、投
資した金額を下回ることもあります。
　ここで注目していただきたいのが、「100－年齢」と「ドルコスト平均法」です。
　多くの余裕資金を持つ日本人の多くは、ほとんどすべてを預貯金にしており、そのうちのかなりの
割合の人が投資したい気持ちがあるのに具体的な配分を決められないでいます。その年齢に応じた最
適な投資金額はいくらかということがわからない人が多いのが現実です。
　ここで一つの目安になるのがこの「100－年齢」です。20歳なら80％、60歳なら40％をリスク資産
にという数字は分かりやすく、納得しやすいものです。
　もう一つ「ドルコスト平均法」です。
　「ドルコスト平均法」とは、価格変動のある商品を一度に購入するのではなく、「定期的に一定金額」
で分散して購入していく手法のことを言います。価格が安い時は購入量が多くなり、価格が高い時は
購入量が少なくなります。定期的に一定数ずつ購入するよりも平均取得単価を引き下げる効果があり
ます。投資する期間が長くなるとよりリスクに強い投資方法となります。「ドルコスト平均法」は、
時間を分散してリスクを軽減しているのです。具体的には、積立型のインデックス投資信託（ファン
ド）などが該当します。
　
　インフレの時代、預貯金だけでは資産価値は目減りしてしまいます。ｉＤｅＣｏやＮＩＳＡをうま
く活用して資産価値を維持・拡大していくのも一案かと思います。
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青年部コーナー

令和7年度青年部親善ゴルフコンペを開催して令和7年度青年部親善ゴルフコンペを開催して

親善ゴルフコンペ実行副委員長　金来　和広（㈱ユーワ技研）

　７月29日（火）、仙台市泉区の泉国際ゴルフ倶楽部において、総勢27名（会員８名、当会ＯＢ９名、
石巻広域管工事業協同組合青年部２名、大崎市管工事業協同組合青年部４名、全環衛生事業協同組合
青年部４名）参加のもと、当会親善ゴルフコンペを開催しました。

渡辺（啓）副会長から優勝カップを
受ける渡辺（毅）さん（右）

参加者集合写真

　当日は気温30度を超える暑さの中、更に皆さんの熱気でとても
熱いゴルフコンペとなりましたが、委員会として万全の熱中症対
策をしたこともあり、誰一人リタイアすることなくプレーを終了
することが出来ました。熱戦の中にも笑いあり、涙ありの、青年
部らしいゴルフコンペが開催出来たと思います。
　今年度は当会ＯＢの渡辺毅浩さん（中央管工業㈱）が優勝に輝
きました。コンペ終了後に表彰式が行われ、優勝カップと賞品が
当会渡辺（啓）副会長より授与されました。　
　また、順位に関係なく、沢山の方に景品をお持ち帰りいただく
ことができました。改めまして、今年度も沢山の方々から協賛を
いただきましたこと、この場をお借りして御礼を申し上げます。

順　位 氏　 名　　 会　社　名 OUT IN GROSS HDCP NET 
優　勝 渡辺　毅浩  中央管工業㈱ 　45 　49 　94  21.6  72.4 
準優勝 渋谷　　昭  石巻広域管工事業協同組合 　45 　46 　91  15.6  75.4 
第３位 万城目兼司  熱研プラント工業㈱ 　46 　40 　86 　9.6  76.4
第４位 岩渕　裕次  住設工業㈱ 　48 　47 　95  18.0  77.0
第５位 佐藤　　健  佐静建設㈱ 　54 　46  100  22.8  77.2
※ベストグロス　後藤和弘（㈲勇扇工業）　OUT46　IN39　GROSS85

　今年度も当会ＯＢを含め、関係団体青年部の皆様に多数参加していただき、懇親を深め有意義なコ
ンペを開催する事が出来ました。役員・実行委員、多数の方に助けられ、会を無事に終了できたこと、
また、参加していただいた皆様に感謝を申し上げます。来年も是非ご参加くださいますよう宜しくお
願い致します。 
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全国管工事業協同組合青年部協議会第29回通常総会全国管工事業協同組合青年部協議会第29回通常総会
並びに関連行事開催～新会長に当会本山会長が就任～並びに関連行事開催～新会長に当会本山会長が就任～

第26回水源地クリーンキャンペーン・エコクラブ第26回水源地クリーンキャンペーン・エコクラブ
探検隊において賛助会員賞を受賞探検隊において賛助会員賞を受賞

副会長　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）

会長　本山　泰督（本山振興㈱）

　８月２日（土）、名古屋市のヒルトン名古屋において、全国管工事業協同組合青年部連絡協議会（以
下、全管連青年部）の通常総会並びに関連行事が開催され、当会から本山会長をはじめ10名が参加し
ました。会場の隣では賛助会員による協賛ブースが多数出展され、大盛況でした。
　総会は、はじめに廣田勝義全管連青年部会長から挨拶があり、審議事項として前年度の事業報告・
決算報告、本年度の事業計画と予算が承認された後、「水源地クリーンキャン
ペーン・エコクラブ探検隊」の表彰が行われ、当会は賛助会員賞を受賞しました。
　また、今年は役員改選があり、総会終了後に行われた第147回理事会におい
て当会の本山会長が全管連青年部会長に選任され就任しました。
　懇親会の席上で、本山会長から「皆様のおかげでこの場に立つことが出来て
いる。この感謝の思いからスローガンを『Ｇｏ Ｆｏｒｗａｒｄ　交流と研鑽

　当会は、全管連青年部が主催する第26回水源
地クリーンキャンペーン・エコクラブ探検隊に
おいて、八木山動物公園の水廻りにかかるメン
テナンスのボランティア活動等が評価され、８
月２日の全管連青年部総会終了後の表彰式で賛
助会員賞を受賞した。
　この水源地クリーンキャンペーン・エコクラ
ブ探検隊は平成11（1999）年度から実施されて
いる。なお、最優秀賞に札幌市管工事業協同組
合青年部が、優秀賞に京都府管工事工業協同組
合青年会が、賛助会員賞には当会のほか宇都宮
市管工事業協同組合青年部会が選ばれた。

を行い魅力ある業界へ』とさせていただいた。皆さんと
つながることで大きな変化を生み出すことができるので
はないかと思う。一丸となり『Ｇｏ Ｆｏｒｗａｒｄ＝
前進』して、皆様と共に業界や社会を動かす大きな力を
生み出していきたい」と力強い挨拶がありました。続い
て来賓を代表して、全国管工事業協同組合連合会の藤川
幸造会長と川合正恭名古屋市上下水道局次長から挨拶が
あった後、穂刈泰男名古屋市指定上下水道工事店協同組
合理事長による乾杯の発声で開宴し、全国の方々と交流
を深め、有意義な時間を過ごすことができました。 就任の挨拶をする本山会長（右上）
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令和７年度ファミリーレクリエーション事業を開催して令和７年度ファミリーレクリエーション事業を開催して
企画事業委員　岩城　貴大（㈱江陽工業）

　８月23日（土）、仙台市泉区のユアテックスタジアム仙
台にて、ファミリーレクリエーション事業として泉区民
ふるさとまつり花火鑑賞を開催し、会員12名、会員家族
22名（子供15名）の計34名が参加しました。
　天気にも恵まれ、多くの人が泉区民ふるさとまつりに
つめかけ、七北田公園の出店には長蛇の列ができていま
した。当会はチケットで入場できるスタジアム内の有料

観覧席で鑑賞しましたので、広々とした座席で隣の観客席
との間も広く、子供たちは元気に遊びまわっていました。
　オードブルを食べながら会話を楽しみ、花火が始まると
スタジアム内の照明が落ちて花火の音が反響し、目の前に
打ち上がる花火に夢中になっていました。
　終始和やかな雰囲気で、夏の風情を感じながら会員・会
員家族たちと交流を深められる貴重な催しとなりました。
　参加いただいた会員・会員家族の方々、実行委員の皆様
に感謝申し上げます。

～新入会員の紹介～
□氏　名　堀内　大輔（ほりうち　だいすけ）
□会社名　㈲明和設備工業
□役職名　工事部
□趣　味　スポーツ観戦（野球）、旅行
□青年部に望むこと
　　イベント等に参加して、交流を通じ、趣味を増やしていきたいです。
　　また、一人一人の出会いを大切にし、先輩方から今の自分にはない物事の
考え方や知識を一つでも多く学ばせていただければと思います。よろしくお
願い致します！

□氏　名　佐藤　来夢（さとう　らいむ）
□会社名　㈲佐藤設備工業
□役職名　代表取締役
□趣　味　プロレス観戦、旅行、散歩、釣り、食べ歩き
□青年部に望むこと
　　青年部の活動を通じて、人脈を形成したいです。様々な方と交流させてい
ただき、意見・情報交換する事で、知識を深めたり、視野を広げて自己成長
したいと考えております。

　　地域貢献活動へも積極的に参加して、皆様と共に青年部の発展に尽力して
参ります。まだまだ未熟な点が多いかと思いますが、よろしくお願いします。

綺麗な花火が打ち上がりました
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当組合お取引資機材メーカー
各社様が、おすすめする製品
を紹介するコーナーです。 Mr. みやかん

浴室排水ユニット（ノンスリップ）　　 
㈱カクダイ

【商品特徴】
　フタ表面のすべり止め加工により、従来品よりも滑りにくくなって
います。
　浴室の排水溝はステンレス製のものが多く、滑りやすく転倒事故に
つながる恐れがあります。高齢者や小さなお子様も安心して入浴でき
る環境を提供できます。

【推奨取付場所】
　高齢者施設、介護施設、宿泊施設、大型浴場、一般住宅など

【材質】
　ステンレス、ABS（トラップ部）

※在庫検索サイト「Ka’lin-pick　カリンピック」のご案内
　会員登録なしで、どなたでも在庫検索ができて便利です。

〔問合せ先〕
　㈱カクダイ　仙台営業所
　〒984-0015　仙台市若林区卸町２丁目４番14号
　TEL 022-239-8371　FAX 022-239-8370 

我が社のおすすめ品！我が社のおすすめ品！
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Mr. みやかんの「これ知ってる？」
柿

　空が高くなり、秋めいてきました。秋の旬の果物はたくさんありますが、今回は、秋の季語にもなっ
ている「柿」についてご紹介します。

□柿の日「10月26日」
　明治28（1895）年10月26日、俳人の正

まさ

岡
おか

子
し

規
き

（1867 ～ 1902年）が奈良旅行で、「柿食へば鐘が鳴る
なり法隆寺」の句を詠んだ日であり、柿の旬の中心的な時期であることから、平成17（2005）年に全
国果樹研究連合会カキ部会が10月26日を「柿の日」と制定し、一般社団法人日本記念日協会により、
認定・登録された。
　
□カキノキ
　学術上の植物名はカキノキ、果実はカキ、あるいは一般的に両方を含めてカキ（柿）と呼んでいる。
野生のカキノキは、「ヤマガキ」とも言われている。

□和名カキノキの語源は諸説ある
　①赤

あか

木
き

、暁
あかつき

の略語という説。
　②「輝き」の転

てん

訛
か

したという説。
　③赤色に熟した実から「赤き実がなる木」が転訛したという説など。

□歴史
　原産地は、日本・中国の揚子江沿岸と伝わっている。日本で果樹として品種改良が進み、その品種
は1000種ともいわれる。営農作物としては北海道南部から本州・四国・九州までの各地で栽培されて
いる。
　暖かい地域には野性種（ヤマガキ）がある。カキノキは、野生種（ヤマガキ）から作出されたとい
う説と、古来から在来種として存在したという説がある。
　日本から（18世紀後半に）ヨーロッパや（19世紀後半に）北アメリカへ伝わったことから、学名に
も和名の発音と同じkakiが使われている。果実は食用として人気があり、英語でもカキ・フルーツ、
ドイツ語やフランス語など英語圏外の地域でもkakiの名で親しまれている。
　　　　
□柿の種類
　甘柿と渋柿でそれぞれ２種類ずつ、合計４種類に分けられる。
　完全甘柿以外は十分成熟させたり、アルコールやガスで渋を抜く、干す等して甘くして販売される。
　　甘柿┬完全甘柿…甘柿でも未熟のうちから甘い。（主な品種：富有・次郎・太秋）　　　　　 
　　　　└不完全甘柿…成熟して種ができると甘くなる。（主な品種：西にし村むら早わ 生せ ・筆柿）　　　　 
　　渋柿┬完全渋柿…最後まで一貫して渋い。（主な品種：愛宕）　　　　　　
　　　　└不完全渋柿…成熟して種ができると渋が抜ける。（主な品種・平ひら種たね無なし・刀と根ね早わ生せ・紀ノ川）

柿は、ビタミン類などが豊富に含まれており、健康効果が高く、「柿が赤くなると
医者が青くなる」という言葉があるほどです。美味しく食べて、秋を堪能してくだ
さい。

Mr. みやかん
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噴水 
㈱日幸商會　代表取締役　
宮城県管工業協同組合 
監事　武　田　正　晃

　今年の夏も猛暑です。昨年も暑い日が続いた印象でしたが、今年はさらに猛暑が続いております。
宮城も梅雨入りはしたものの、大した雨も降らずに夏日が続き早々に梅雨明けしたような感じでした。
毎年パワーアップしていく暑さに反比例して劣化が進む身体には堪える最近の夏です。この原稿を書
いている前日に鳴子ダムの貯水量が０％になりました。どれほど雨が降っていなかったのでしょう。
日本の夏は一体どこに向かっているのでしょうか。
　それにしても今年は暑すぎます。そして、街中を歩いていても昔に比べると、どこか涼める場所が
減ったような気がします。どこかのビルに入れば冷房も効いていて汗も引くでしょうが、緑が多い仙
台もビルなどの開発が進み、外ではなんとなく涼める場所が少なくなったような気がします。
　ふと思うと昔は当たり前にあった涼を感じるアイテムが減った気がします。街を歩く人でハンディ
扇風機を持って歩いている人は最近多いですが、そういうアイテムではありません。蝉の声に混ざっ
てどこからともなく聞こえてくる風鈴の音やスイカや竿竹売りの声など、暑いけどどこか涼しげな夏
の音（感覚的アイテム）も「涼」の一つと自分は思っています。
　そして、自分の中でもう一つ、街中で噴水を見かけなくなったのも失われた「涼」なのかなと思っ
ています。かつて仙台市内は、結構な数で噴水があったと記憶します。水が吹き上がるような噴水か
ら滝のように流れ落ちるものまで、大小様々な噴水がありました。昔の勾当台公園には円形の吹き上
がるもの、青葉通り地下道内や、青葉通り沿いのビルの敷地内にも噴水がある場所がありました。子
供たちが噴水で濡れながら遊んだり、大人がちょっとお昼を食べたり休憩したりと、憩いの場には噴
水があったような気がします。公園＝噴水の勝手な方程式。一昨年、仙台市役所の建て替え工事に伴
い庁舎前にあった噴水も姿を消してしまいました。これは致し方なくも残念ではあります。
　人の生活には水が必要不可欠ですが、暑い夏と水は切っても切れない縁だと思います。水は音とビ
ジュアルで体感温度が下がる「気がする」アイテムでもあります。あくまでもイメージですが。
　海やプールもいいですが、日常にそういうちょっとした「涼」があるのは風情があっていいなと思
います。街中で、それを体感出来るのが噴水だったのかと思います。
　近年は、維持管理などの都合でなくなりつつある設備ですが、そんな贅沢なアイテムが故に街の中
に噴水の多かった仙台は粋な街だったのだなと思います。
　街の中心部には少なくなったようですが、大きな公園や県内でも人気スポットにはまだまだ噴水や
水場が多く存在します。この文章が載る頃は、もう暑さも去って「涼」も求める時期ではないと思い
ますが、来年の夏、また猛暑だったらお近くの噴水や水場を訪れてみて「涼」を楽しんでは如何でしょ
うか？

役員ノート役員ノート NoteNote
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組 合 の う ご き

６月２日（月）・建設業労働災害防止協会宮城県支部第60回代議員会に井上理事長出席
　　　　　　・宮城県建設産業団体連合会令和７年度通常総会に井上理事長、堀理事出席
６月３日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管安全大会の実施について
　　　　　　　②親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　③給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　④親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　・仙台市総合防災訓練に係る事前打合せ会に小島修繕センター部長、小林総務係員出席
６月５日（木）・㈱宮城県管工事会館役員会に井上理事長、菅原・小林両副理事長外出席
６月７日（土）・青下の杜フェスティバル2025にマジックショーを企画出展、井上理事長外出席
　　　　　　・宮管青年部連絡協議会令和７年度通常総会懇親会に井上理事長外出席
６月９日（月）・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会令和７年度

総会懇親会に井上理事長出席
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
６月10日（火）・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に井上理事長、小川常

務理事出席
６月11日（水）・宮管ＢＣＰに基づく組合員及び組合職員情報伝達訓練を実施
６月12日（木）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③総務・厚生委員会報告
　　　　　　　④広報委員会報告
　　　　　　　⑤令和７年度通常総会報告
　　　　　　　⑥令和６年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑦令和６年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　②役員災害補償（普通傷害保険）の契約更新について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①職員夏季一時金の支給について
　　　　　　・令和７年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練に井上理事長、吉田専務理事外参加
６月13日（金）・（公財）仙台市水道サービス公社第31回評議員会に井上理事長出席
６月17日（火）・仙台東地区安全運転管理者事業主会令和７年度通常総会に井上理事長、吉田専務理事

出席
　　　　　　・第67回東北エスロン会総会に小川常務理事出席
　　　　　　・水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催、組合員等57名受講
６月20日（金）・全管連第361回理事会に井上理事長ＷＥＢ出席
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６月23日（月）・（一財）みやぎ建設総合センター令和７年度第２回評議員会に井上理事長出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会、同第52期定時株主総会に井上理事長、菅原・小林両副理

事長外出席
６月24日（火）・フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催、組合員従業員等25名受講
６月25日（水）・仙台市配水管工事業協会・仙台市水道配水管工事安全対策協議会令和７年度通常総会

合同懇談会に井上理事長外出席
６月26日（木）・令和７年度「配水管及び給水装置修繕工事」並びに「仙台市水道修繕受付センター業

務委託」にかかる第１回安全衛生協議会に道路内修繕担当組合員６社出席
　　　　　　・令和７年度宮管安全大会を開催、組合員等93名参加
６月30日（月）・宮城県中小企業団体中央会令和７年度（第69期）通常総会に井上理事長出席、席上、

井上理事長、菅原・小林両副理事長が役員功労者として同中央会会長表彰を受賞
　　　　　　・令和７年度仙台市技能職団体連絡協議会優秀技能者表彰式及び通常総会に井上理事長

外出席、席上、組合員坪田工業㈱の藤井伸一氏が優秀技能者として仙技連会長表彰を
受賞

７月２日（水）・宮城県官公需適格組合連絡協議会令和７年度通常総会・官公需懇談会・懇親会に井上
理事長出席

７月３日（木）・令和７年度産業安全衛生宮城大会が開催され、席上、藤倉設備工業㈱（扇俊介社長）
が建設業労働災害防止協会宮城県支部長から優良賞を受ける

７月８日（火）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和７年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①「水道フェア2025」について
　　　　　　　②「2025仙台市下水道フェア」について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①最近の諸課題等について
　　　　　　　②４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会の開催　　　　　　　　

について
７月10日（木）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③令和７年度フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会実施報告
　　　　　　　④令和７年度安全大会実施報告
　　　　　　　⑤上下水道委員会報告
　　　　　　　⑥令和７年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　　　　　　　⑦職員の退職について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①お盆休みについて
　　　　　　　②８月度定例役員会の開催予定について
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　　　　　　　③令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会の開催について
　　　　　　　④令和７年度有機溶剤作業主任者技能講習会の開催について
　　　　　　・令和７年建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰式にて菅原副理事長が同大臣表彰を

受賞
７月14日（月）・令和７年度応急給水研修に堀理事外組合職員３名参加
７月16日（水）・全管連令和７年度通常総会に井上理事長出席
７月17日（木）・令和７年度「配水管及び給水装置修繕工事」にかかる安全衛生協議会を書面開催
７月22日（火）・令和７年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策委員会並びに幹事会に井上理事長、小

川常務理事出席
７月23日（水）・建設産業専門団体東北地区連合会令和７年度通常総会及び第26回東北建専連会員団体

長等と東北地方整備局との意見交換会並びに令和７年度懇親会に井上理事長出席
７月24日（木）・日本水道協会東北地方支部第94回総会に井上理事長、堀理事出席
　　　　　　・宮城県中小企業団体事務局長懇話会令和７年度通常総会及び研修会に吉田専務理事出

席
　　　　　　・水道フェア2025全体打合せ会に小林総務係員出席
７月28日（月）・令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催、組合員等35名受講
７月31日（木）・（一社）宮城県建築士事務所協会令和７年度納涼会に井上理事長出席

８月５日（火）・令和７年度第１・四半期監査会開催
８月６日（水）・令和７年度有機溶剤作業主任者技能講習会を開催、組合員従業員等42名受講
　～７日（木）　
８月７日（木）・台湾桃園市と名取市・岩沼市による観光及び産業経済分野における交流促進協定締結

式に井上理事長出席
８月８日（金）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第１・四半期決算報告
　　　　　　　④第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑥熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　　　　　　　②青下の杜プロジェクトの協定継続について
　　　　　　　③令和７年度５都市合同防災訓練への協力について
　　　　　　・役員懇談会開催
８月19日（火）・「水道フェア2025」開会式に井上理事長外出席、当組合ブースの運営に上下水道委員

会の星川委員、後藤委員外が従事
８月20日（水）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
　　　　　　・「木のプロ育成」講演会に堀理事出席
８月22日（金）・令和７年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
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組合員のうごき
○組合加入
　
　有限会社 ウオーテックヤオヤ（№218） 【令和７年７月11日付】
　　代表取締役　武田　英之
　　　　　　　　〒９８９－２４２４　岩沼市早股字松原264－５
　　　　　　　　ＴＥＬ（０２２３）２２－２４１７
　　　　　　　　ＦＡＸ（０２２３）２２－２４２０

○組合員所在地変更

　三建設備工業 株式会社 東北支店（No.50） 【令和７年７月24日付】 
　　
　　新住所　〒980-0021　仙台市青葉区中央４丁目４－19　アーバンネット仙台中央ビル18階
　　　　　　※ＴＥＬ・ＦＡＸ番号は変更ありません。

　　旧住所　〒980-0014　仙台市青葉区本町１丁目13－22　仙台松村ビル５階

８月26日（火）・全管連第363回理事会に井上理事長出席
　　　　　　・令和７年度「配水管及び給水装置修繕工事」にかかる安全衛生協議会を書面開催
　　　　　　・組合員㈲ウオーテックヤオヤ武田英之社長のご尊父武田貞男様の葬儀・告別式に吉田

専務理事参列
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理事（役員）会報告

－６月度理事会－　

１．日　　時　　令和７年６月12日（木）15：00 ～ 15：50
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・渡辺理事・相澤理事
　　　　　　　　　　　　　大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長　　
　　　　　　　　　　　　　阿部経理課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について５月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、６月３日開催の委員会において、新規加入者の報告、６月24日にフル
ハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会を開催すること、有機溶剤作業主任者技能講習会は実施機
関と折衝中であること、令和７年度安全大会開催要領の検討と各表彰受賞者等を選定したこと、親善
ゴルフコンペ（９月30日開催）、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会（９月26日～ 27日開催）、
親善ボウリング大会（11月18日開催）の各実施要領について協議した内容等が報告され、一同了承した。
　
④広報委員会報告
　小野広報委員長より、６月９日開催の委員会で、広報誌「みやかん」盛夏号の掲載予定記事等の検
討を行った旨が報告され、一同了承した。

⑤令和７年度通常総会報告
　千葉事務局長より、５月27日に開催した総会の出席者数と議案審議の結果、及び懇親会の収支等が
報告され、一同了承した。

⑥令和６年度出資金に対する配当金の払い出しについて
⑦令和６年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　阿部経理課長より、令和７年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく出資配当金及び資
材並びに工事利用分量割戻金について、支払方法等が説明され、一同了承した。
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※協議事項
①令和７年度役員報酬の配分額決定について
　吉田専務理事より、令和７年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

②役員災害補償（普通傷害保険）の契約更新について
　阿部経理課長より、見出しの保険について概要等が説明され、継続加入することで一同了承した。

※その他
①職員夏季一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

－７月度理事会－　

１．日　　時　　令和７年７月10日（木）15：00 ～ 15：50
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・小林副理事長・吉田専務理事・小川常務理事
　　　　　　　　　　　　　松岡理事・小野理事・渡辺理事・郷古理事・相澤理事
　　　　　　　　　　　　　大浦理事・服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・須藤事務長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長
　　　　　　　　　　　　　阿部経理課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について６月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③令和７年度フルハーネス型安全帯使用作業特別教育講習会実施報告
　服部総務・厚生副委員長より、６月24日に開催した首題講習会について、受講者数と収支の結果等
が報告され、一同了承した。

④令和７年度安全大会実施報告
　松岡総務・厚生委員長より、６月26日に開催した首題大会について、参加者数、来賓、次第、各表
彰、収支の結果等が報告され、一同了承した。

⑤上下水道委員会報告
　郷古上下水道委員長より、７月８日に開催した委員会において、令和７年度工事事業の予算と５月
までの実績、仙台市指定給水装置工事事業者及び公認排水設備工事業者数の推移を報告し、次いで水
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道フェア2025と2025仙台市下水道フェアについて事務局より開催概要の説明を受け、当日従事する担
当委員を選定したことが報告され、一同了承した。

⑥令和７年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　鈴木資材部長より、６月17日に実施した首題講習会について、受講者数と収支の結果等が報告され、
一同了承した。

⑦職員の退職について
　吉田専務理事より、６月24日付で退職した職員について、１年間の病気休職を経て、願いにより自
己都合退職した旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和７年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉事務局長より、今年度の地区連絡会ブロック会議の開催について提案され、後日、地区連絡会
正副代表幹事全体会議で開催要領案を説明することとし、一同了承した。

※その他
①お盆休みについて
　千葉事務局長より、今年度のお盆休業について、就業規則に定める８月13日～ 16日の４日間とす
る旨が提案され、一同了承した。

②８月度定例役員会の開催予定について
　井上理事長より、８月度定例役員会をウェスティンホテル仙台で行い、役員会終了後に役員懇談会
を開催したい旨が提案され、一同了承した。

③令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会の開催について
　千葉事務局長より、首題の研修会を７月28日に開催する旨が説明され、一同了承した。

④令和７年度有機溶剤作業主任者技能講習会の開催について
　千葉事務局長より、懸案となっていた首題講習会について、単独開催に必要な受講者数の確保に目
処が立ったことから、８月６日と７日に開催する旨が説明され、一同了承した。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本産業規格認証取得工場

マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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－８月度役員会－　　　　　　　　　　　　　　　 

１．日　　時　　令和７年８月８日（金）16：20 ～ 16：50
２．場　　所　　ウェスティンホテル仙台　25階　雅
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・相澤理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　服部理事・堀理事・大泉理事　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１名
　　　　　　　　事務局　　千葉事務局長・小島修繕センター部長・鈴木資材部長・阿部経理課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉事務局長より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について７月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③第１・四半期決算報告
④第１・四半期監査報告
　阿部経理課長より、第１・四半期（令和７年４月１日～令和７年６月20日）の決算内容が報告され
た。次いで、武田監事より、８月５日に行った監査の結果について、適正に会計処理されている旨が
報告され、一同了承した。

⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　千葉事務局長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和７年４月から令和７年７月末迄に16社が
新たに指定され、４社が指定廃止、２社が失効となったことから、７月末現在の指定事業者数は512
社になっていること、また、排水設備工事業者は令和７年８月１日付で新たに８社が承認された一方、
５社が承認取り消しとなったため、同日現在で377社になっていることが報告され、一同了承した。

⑥令和７年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会実施報告
　松岡総務・厚生委員長より、7月28日に開催した首題研修会について、受講者数と収支結果が報告
され、一同了承した。

※協議事項
①宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　千葉事務局長より、首題の件について宮城県白石工業高等学校から講習会開催に対する協力依頼が
あり、昨年同様メーカー３社の協力を得て11月４日～５日に実施したい旨が提案され、一同了承した。
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②青下の杜プロジェクトの協定継続について
　堀理事より、首題の件について、令和８年３月31日をもって現協定期間が満了となるため、仙台市
水道局より協定継続の打診があったこと、ついては前回と同内容で向こう３年間の継続に協力したい
旨が提案され、一同了承した。

③令和７年度５都市合同防災訓練への協力について
　堀理事より、11月12日～ 14日に予定されている首題防災訓練について、仙台市水道局より当組合
に対し参加協力依頼があり、当組合としては、「災害時等における水道施設復旧等の応援に関する協
定書」に基づく災害時応急復旧応援活動の訓練として、組合員の協力を得て参加したい旨が提案され、
一同了承した。

職員の人事
○退職 【令和７年６月24日付】
　白戸　克治　工事部長

東北支社　〒984-0032

宮城県仙台市若林区荒井6丁目1-14

TEL:022-287-3363　FAX:022-287-3365
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健康だより

宮城県北部保健福祉事務所（大崎保健所）発行「北部健康かわら版」より転載
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国税だより国税だより
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発行／国税庁
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「スマートフォン依存症」
㈲今野設備工業　代表取締役
宮城県管工業協同組合
総務・厚生委員　渡　邉　修　一

投　稿

　最近では、仕事終わりや就寝前は、もっぱら、スマホで「YouTube・Instagram・Facebook」等、
テレビを見るよりＳＮＳを見ることが楽しみとなってきました。
 もちろん投稿などは出来ず、見るだけ専門ではありますが、リールする度に内容が変わり、感動す
る内容や噂話、ニュース情報等、何でも自分の好きな投稿を見ることが出来る時代となってきました。
　私が小・中学校時代は、スマホ（ＳＮＳ）が無かったので、勉強時または普段の事でも分からない
事があれば、両親・先生・兄弟等に教えてもらい、さらに「辞書を開いて自分で調べる事が身になる
んだよ」と言われ、その勉強方法で頑張っていました。
　現在は、スマホでのＳＮＳ・ＡＩ等、何でもすぐに教えてもらえる時代で、要らない情報・悪い情
報等も入ってきますが、両親・先生・兄弟等に質問する事が少なくなってきました。
　一例を挙げると、ゴルフスイングなどは、先生により教え方・考え方がまちまちであり、情報量が
多い事に戸惑っています。素人の私は、先生を一人に絞って信じるしか無いのです。スマホ（インター
ネット）は便利な半面、とても危険なこともあるので、使い方に注意が必要です。
　直接、人と会い、顔色を見ながら話をする。そのような時代にはもう戻ることは出来ないのですね。
スマホ（ＳＮＳ）に使われるのでは無く、うまく駆使しながら付き合っていきたいと思います。

仙台営業所 宮城県仙台市若林区卸町東4-3-15 ポートビル3F

TEL．022-390-4121 FAX: 022-288-1357
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長
なが

　町
まち

　

　令和５年若草号から、仙台市内の地名の由来を紹介しています。
　仙台が、城下町として誕生したのは、今からおよそ420年前に遡ります。慶長６（1601）年に、伊
達政宗が仙台城の築造を計画し、仙台城下の町割りや屋敷割りを行い、そして、慶長８（1603）年８
月に、岩出山城下から約５万人が移ってきたと伝わっています。

　長町は仙台市太白区にある。ＪＲや市営地下鉄の駅名にもなっており、市民にとってはよく知られ
た地名の一つである。また、かつては市電が走っていた。
　長町の名は、この地域の大通りが、南端の諏訪から北端の広瀬橋まで２キロにも長く町が続いてい
ることが由来と考えられている。　

・慶長17（1612）年
　初代仙台藩主の伊達政宗が、仙台（青葉）城の防御上や仙南平野の生産物運搬等の関係から、奥州
街道を開いて長町を宿

しゅく

駅
えき

とし仙台城下の南入口にしたと伝わる。当時の根岸村・平岡村と呼ばれた地
域のあたりに宿駅があった。この以前は、東街道が茂ケ崎山の南から根岸・越路を経て広瀬川を渡っ
ていた。
　※宿駅：旅人を宿泊させたり、荷物運搬のための人馬などをリレーする設備のある場所。宿場。

・明治７（1874）年
　根岸村と平岡村が合併し、長町村が発足。根岸村は北長町、平岡村は南長町と呼ばれていた。

・明治11（1878）年
　行政区画として名取郡が発足、郡役所が長町村に置かれた。

・明治22（1889）年
　町村制施行に伴い、長町村と郡山村が合併して茂ケ崎村となる。村名は大年寺山の別名である茂ケ
崎山が由来。茂ケ崎山には武将の粟野氏が居城とした茂ケ崎城があり、その名のとおり樹木が生い茂
る森林だった。

・大正４（1915）年
　茂ケ崎村が町制施行により、改称して長町となる。

・昭和３（1928）年
　仙台市に編入。

仙台地名の由来仙台地名の由来
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「霜
し も

を履
ふ

んで堅
け ん

氷
ぴょう

至
い た

る」
　（霜をふんで歩くようになると、やがて堅い氷が張る冬がやってくるということから）①物事
の現れる場合は、まず小さな兆しがあって、それから徐々に大きくなるというたとえ。②前兆が
現れたら、それが大きくならないうちに用心せよといういましめ。「霜を見て氷を知る」ともいう。

ことわざ・漢字コーナーことわざ・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月のことわざ――

――読んでみよう！書いてみよう！――
一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　殺　到（　　　　　）
２　影　響（　　　　　）
３　更　新（　　　　　）
４　指　摘（　　　　　）
５　備える（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　贈り物に気持ちをコめる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　朝夕は道路がコむ。　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）　
３　通りがかりの人に道をタズねる。　　　　　　　　　（　　　　　）　　　　　　　
４　古きをタズね、新しきを知る。　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　紅葉の名所をタズねる。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　吉（　　）禍　福　　　 　　 ２　信　賞（　　）罰

※解答40頁です。
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編集歳時記
（2025年清秋号№516）

『ＣｈａｔＧＰＴ』

　最近の流行りに乗ってみようかと思い、まずは写真加工をやってみた。我が家のペットと妻の写真
を「ジブリ風に」とお願いしたところ、ジブリになっているではありませんか！何これ、すごい！還
暦目前の私でも簡単に色々出来る優れものです。ん？これって学校のレポートや執筆にも使えるので
は？とずる賢い考えが漫画の吹き出しのように頭に浮かぶ。いやいや、それはマズいでしょう、と思
いつつ参考までに『食欲の秋』で『ＣｈａｔＧＰＴ』を使用してみた。普段ではなかなか出てこない
言葉がフル装備オプションてんこ盛りで出てきます。
　例えばキノコは、「きのこ界のスーパースター、まいたけ・しめじ・エリンギの三銃士」、果物は「ま
るでファッションショーのように旬のものが次々と登場』。私の頭脳では到底浮かんでこない表現で
す。続いては秋の代名詞とも言えるであろう、今や庶民の魚から高級魚へと成り上がったサンマ。以
下引用「脂がのってピカピカに光った姿は、もはや魚界のイケメン。焼いているときの香ばしい匂い
に耐えられず、箸を片手に焼き上がるのを台所で待つ私。まるで忠犬。しかも、今年はちょっと高級
だったので、一口食べるごとに『ありがたや…』と拝みたくなるレベル」いやいや何とも素晴らしい
表現だと私は思うのでありました。
　これからの時代は『ＡＩ』が考え、表現していく時代なのでしょうね。すごい進化だと思う反面、
寂しさを覚える今日この頃です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪田　映二（坪田工業㈱）
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宮城県管工業協同組合　第47期　広報委員会

委 員 長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）　　 
副委員長　大　浦　　　明　（㈱仙塩管工事センター　代表取締役社長）　　
委　　員　佐　藤　　　健　（佐 静 建 設 ㈱　代表取締役社長）　　
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ことわざ・漢字コーナー【解答】

一．　１．さっとう　　２．えいきょう　　３．こうしん　　４．してき　　５．そな

二．　１．込　　２．混　　３．尋　　４．温　　５．訪

三．　吉凶禍福（きっきょうかふく）
　　　　めでたいことと災い。類義語：禍福得喪（かふくとくそう）

　　　信賞必罰（しんしょうひつばつ）
　　　　えこひいきせず、賞罰を厳正に行うこと。


